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§１．概要 
本仕様書は、新ハンディターミナル DT-9700の基本機能仕様に関して述べたものです。 


DT-9700機能仕様書としては下記の構成なっています。 


・  基本機能仕様（本書：概要／OS／基本機能） 


・  拡張機能仕様（新規デバイス／拡張機能） 


・ 通信機能仕様（通信機能全般） 


・ アプリケーション機能仕様（アプリケーション／SDK） 


 


1-1.モデル構成 


以下のモデルを提供します。 
モデル名 言語 Bluetooth ASK 


I/F 
WAN／SS 備考 


 
DT-9700M33 ○ × 拡張対応  
DT-9700M33ASK 


JPN 
○ ○ 拡張対応  


※ 拡張対応とは､認定オプションカードによる対応です 
 
1-2.ソフトウェア構成 


1-2-1.本体内蔵ソフトウェア 


本体 ROMに内蔵されているアプリケーション、及びドライバは以下の通りです。 
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分類 
 


ソフトウェア名 機能 備考 


Eboot ブートストラップ及び開発時の OS ロード ○ 
CF ローダー PC/CFカードからの OSのロード ○ 


OS管理外 
プログラム 


パ検プログラム OS非依存検査プログラム ○ 
基本ＯＳ WindowsＣＥ.NET4.1 基本 OS ○ 


表示 ６４K色、バックライト、コントラスト制御 ○ 
キー マトリクスキー、モデル別キー対応 ○ 
タッチパネル ポインティング、手書き、指入力対応 ○ 
オーディオ １６ｂｉｔモノラル入力／モノラル再生 ○ 
PCカード PCMCIAスロット制御 ○ 
GWE バッテリ検出、LED通知 ○ 
シリアル ８Pin／１４Pin、WakeOn対応 ○ 
高速シリアル BT用シリアル(９２１Kｂｐｓ)、WakeOn対応 ○ 
IｒDA ＩｒＤＡ１.１ SIR/FIR ○ 
ASK 自販機工業会対応Ｉ／Ｆ △ 
SDMMC ＳＤスロット制御、ＳＤメモリのみ ○ 
FlashDisk  内蔵フラッシュメモリをストレージとして使用 ○ 
Printer プリンタ制御 ○ 
Bluetooth Bluetooth１.１、BCSP対応、WakeOn対応 ○ 
CMOS Scaner バーコード読取／イメージキャプチャ △ 
MCR 磁気カード読取 ○ 
ＡＴＡカード ＰＣ／ＣＦフラッシュメモリカード ○ 
シリアル/モデムカード シリアル/モデムカード ○ 


ドライバ 
 


ＳＳ無線カード ８０２.１１ｂ ○ 
MS標準 File Explorer ファイル操作 ○ 
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ＳＨＥＬＬ ＰｓＰＣライクシェル ○ 
ActiveSync クライアント ＰＣ接続 ○ 


システム ○ 
アプリケーション削除 ○ 
ＰＣとの接続 ○ 
インターネット ○ 
キーボード ○ 
スタイラス ○ 
ネットワーク/ダイアルアップ接続 ○ 
パスワード ○ 
記憶マネージャ ○ 
オーナー情報 ○ 
パスワード ○ 
パワーマネージメント ○ 
画面 ○ 
日付/時刻 ○ 
地域 ○ 
ボリューム/サウンド ○ 
証明書 ○ 


コントロールパネル 


入力パネル ○ 
PocketIME かな漢字変換、手書き入力 ○ 
MediaPlayer マルチメディアプレーヤー ○ 
リモートデスクトップ リモートクライアント ○ 


アプリ 
 
 
 


   
受信トレイ/ＩｎＢＯＸ 電子メール ○ 
ﾌﾞﾗｳｻﾞｿﾌﾄ  ＩＥ5.5モジュール、HTML４.０ ○ 
SIP ソフトウエアキーボード ○ 
FLCE 通信ユーティリティ ○ 
FCHKCE ファイルチェックユーティリティ ○ 
自動ｾｯﾄｱｯﾌﾟ ﾘｾｯﾄ/ｶｰﾄﾞ挿入時の自動プログラム実行 ○ 
バックアップツール バックアップツール ○ 
復旧ツール フルリセット発生時のシステム復旧 ○ 
設定ツール コントラスト/バックライト設定 ○ 


スキャナ設定 △ 
PCMCIAカード電源制御 ○ 
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ設定 ○ 
プリンタ設定 ○ 
バージョン ○ 


 
電卓 


四則演算ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ ○ 
Welcome ウィザード Welcome起動設定ﾂｰﾙﾕｰﾃｨﾘﾃｨ ○ 
２D スキャナ読取ツール ２D スキャナ読取 △ 
２D スキャナデモ ２D スキャナデモ △ 
本体間ｺﾋﾟｰﾂｰﾙ 端末間ｺﾋﾟｰﾕｰﾃｨﾘﾃｨ ○ 


ｶｼｵｱﾌﾟﾘ･ 
ｻｰﾄﾞﾊﾟｰﾃｨｰ 
ｱﾌﾟﾘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


ファイルビューワー Word/Excel/PDFビューワー ○ 
 


        ○：搭載 △：モデル対応 


※ OS管理外プログラムは特殊操作により起動します。 


OS管理外プログラムが起動した場合、OSが使用している RAM領域は破壊されます。 


※ メールとブラウザソフトは、Microsoftが提供するモジュールを利用(UI部分を開発) 


※ Flash Diskをフォーマットするためのツールは、コントロールパネルに入っているMS標準品を利用します。 


1-2 
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1-2-2.インストールソフトウェア 


以下のソフトウェアは、本体ROMに内蔵されていません。機能を使用する際には、予め該当ソフトウェアを本体


にインストールする必要があります。 
分類 
 


ソフトウェア名 機能 備考 


Driver BCD演算 四則演算/常用対数/べき乗 ○ 
HB Basic ランタイム □ 
メディアセキュリティ カード用セキュリティ □ 


ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
 
 プリンタ印字デモプログラム 帳票印字デモなど ○ 


        □：2次計画/商談対応 


1-2-3.ライブラリ 


ライブラリは、アプリケーション開発時に使用します。 詳細は、アプリケーション基本機能仕様書を参照。 


分類 
 


ソフトウェア名 
 


機能 
 


Export SDK DT-9700アプリケーション開発用 SDK 
システムライブラリ ソフトオフ、ソフトリセット、APO禁止など 
プリンタライブラリ プリンタ制御、用紙設定、バーコード印字など 
印刷システム WinAPI印刷機能 
自販機通信プロトコル 自販機通信制御など 
MCR ライブラリ 磁気カード読取制御、設定など 
２D スキャナライブラリ バーコード読取制御、設定、キャプチャなど 
Bluetooth ライブラリ 接続制御、省電力制御など 
FLINK ライブラリ HOSTへのアップダウンロード 
BCD演算ライブラリ 四則演算、常用対数、べき乗 
JPEG ライブラリ JPEGデコード/保存など 


ライブラリ 


OBR ライブラリ 8pinシリアルバーコード読取 


 


1-2-4.ホストユーティリティ 
ホスト（ＰＣ）側で使用する、ファイルアップ/ダウンロードソフト及び、データリンクソフトは以下の通りです。 
分類 
 


ソフトウェア名 機能 


ホスト LMWIN（Ver.5.00以降） FLCEによる Up/DownLoad 
ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ ActiveSync（Ver.3.5以降） Microsoft提供のﾃﾞｰﾀﾘﾝｸ SOFT 
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１‐3.外観図 
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§１０．メモリ管理機能 


 


10-1.RAM 


容量 32MBYTE のメモリで、プログラムが実行する際に使用するプログラムメモリと一時的なファイルの 


保存などに使用するオブジェクトストアして使用します。オブジェクトストアは、ユーザが自由に使用できる 


メモリですが電池消耗などにより消えることがあるので、あくまでテンポラリエリアとし、データファイル等の 


格納はＦｌａｓｈＤｉｓｋを使用してください。 


ディスク容量は、WindowsCE のコントロールパネルの設定により変更することが可能です。 


 


10-2．FlashDisk（ＦＲＯＭ） 


FlashDisk は OS のファイルシステム下で、ディスクのセクター部分をエミュレートします。 


ディスクは全てユーザディスクとして開放され FlashDisk フォルダとしてアクセス可能です。 


ユーザディスクはユーザアプリケーション／マスタデータ／トランザクションデータ等、ユーザデータを自由 


に READ／WRITE することができます。 


また、RAMディスクとは異なりバックアップ電力が不要なため、本体の電池が無くなった場合でも、データが 


保証されますので、電源オフ時には RAMディスク内のデータをこちらのメモリにバックアップしてください。 


フォーマット及び管理は、コントロールパネル内にあるストレージマネージャーにより行います。 


また、FlashDiskドライバはディスクが認識できない状態の場合に、自動的にディスクをフォーマットする機能


を追加します。FlashDisk ドライバはディスクが認識できない状態の場合に、ディスク自体をマウントしない可


能性があります。この状態ではコントロールパネルのストレージマネージャでのフォーマットも行えないため、


ディスクを際マウントする方法がありません。これを回避するために本体リセットのタイミングでディスクが認


識できない状態の場合、ドライバが自動的にディスクのフォーマットを行います。ディスクフォーマットの際に


はユーザに対してディスクをフォーマットする旨のメッセージが表示されます。実際にフォーマットするかどう


かはユーザが選択することが出来ます。 


 


10-3.ＯＳ ROM（ＦＲＯＭ） 


ローダー、OS及び、検査プログラムが格納されている FlashROM です。 


また一部の領域を使用し、デバイスＩＤ等のセキュリティー情報や電池電圧検出用データなどを格納しま 


すが、この部分専用のツール及び API によって、読み書きが可能です。 


10-1 


なお、OS ROMへのデータ等の書き込みはできません。 
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§１１．電源管理機能 


 


11‐1.リセット制御 


通常使用時にリセット状態になる条件は次の通りです。 


① パワーオンリセット： 外部電源(AC)の供給もなく、メイン・バッテリ、バックアップバッテリともに装着されてい


ない、全く電池のない（放電）状態のデバイスに、バッテリを装着して電源ON したときに起こります。 


RAM のデータ記憶用メモリ（ユーザが保存したデータ、データベース、RAM 上にインストールしたアプリケ


ーションなど）、 プログラム実行用メモリ、ドライバが使用するメモリは「全て初期化（クリア）」 されます。た


だし、FROM上のデータは保持されます。 


② リセット： デバイス動作中（電源ON状態のとき）にリセットボタンを押したときに起こります。このため作業中


のデータやＦｌａｓｈＤｉｓｋやカード書き込み途中ファイルが壊れることがるので、注意が必要です。また電源


OFF時にリセットボタンを押すと起動します。 


DRAM のプログラム実行用メモリや作業中の保存していないデータは「クリア」されますが、データ記憶用メ


モリは「保持」 されます。FROMのデータも保持されます。 


③ フルリセット： 電源 ON 中に、「電源（PW）キー」と「取消キー」 を押しながら 「リセットボタン」 をデフォルト


で１秒以上押します。 


このとき、消去して良いかの確認メッセージが２回表示されます。確認は「右プログラムキー」と 「左プログラ


ムキー」で行います。確認メッセージで２回とも「右プログラムキー」を押すと、ユーザメモリ（データ記憶用メ


モリ と プログラム実行用メモリ）がクリアされ、初期化が行われます。 


 


11‐2.メモリ破壊チェック 


Windows CE の OS では、リセット時に RAMのデータが破壊されているかどうかを検出し、破壊されてい 


たときには、警告を行わずに無条件にそのメモリを初期化しようとします。 


本機では、ブート時に OS の処理に移行する前に、ドライバワークにあるメモリチェックデータをチェックする


ことによりメモリの状態を検出し、破壊されている場合に画面上に警告メッセージを表示するようにします。  


チェック方法： RAMにあるドライバワーク内に、固定文字列（256 バイト）をフルリセット時に書き込んでおき、 


その後ブート毎にこの文字列をチェックする。もし不一致の場合は以下のメッセージを出しリセット処


理をします。 


メッセージ： 


メモリ内容の一部に不正な状態を検出しました。「R プログラムキー」を押すとリセット処理が実行され、システム


は復旧を試みます。（システムはユーザーメモリの回復不能な状態を検出すると、RAM 内のユーザーデータを全て消


去します）取扱説明書を参照して、メモリの初期化を行ってください。 


A problem with memory contents has been found. Press [R Program key] to continue with  


the reset procedure, which restores normal system operation. Note that if the system determines that user 


memory cannot be repaired, it will delete all user data current in memory. See the User’s Guide for details 


about initalizing memory. 
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11-3.電源ＯＮ要因 


電源ON要因には、次の種類があります。 


① 電源キーを押す。 


② Alarm 機能により、指定時間になった場合。 


③ IOBOX にのせる。 （IOBOX から給電されている場合のみ。デフォルトの設定は禁止） 


④ トリガキーを押す。 


⑤ 通信カードが装着され、カード電源が入っていて着信した場合。 


⑥ 通信カードによるWakeOn 設定中にカードが抜かれる。 


⑦ Bluetooth モジュールから起動要求あり。 


⑧ 14Pin シリアルから起動要求あり。 


⑨ WakeOn 設定中に VDET1 が発生した場合。 


 （但し、WakeON 解除したら直ぐ OFF するので、ユーザがON を確認することはできません。） 


 ※各起動要因はプログラムから設定・解除できます。 


 


■電源ＯＮ不可条件 


電源ON時に、以下の項目をチェックし、該当項目がある場合は電源ON しません。 


① 主電池電圧が起動不可レベルの場合。（VDET２以下） 


② 電池ロックが開いていた場合。 


 


11-4.電源ＯＦＦ要因 


電源OFF要因には、以下の種類があります。 


① 本体電源ON中に電源キーを押す。（禁止設定可） 


② ソフトウエアの設定により、一定時間アクティビティ（キー、タッチパネル、ディスク、カード、通信）


がない。（APO） 


③ メインバッテリの電圧低下。(VDET2/VDET３) 


④ 電池カバーロックのオープン。（BCVR） 


⑤ PC カードの強負荷による電圧低下。（VDETPC） 


  


※③⑤の要因でOFF された場合、次回起動時に画面にポップアップ表示が出ます。 


 


■電源ＯＦＦ時間 


VDET2，VDET PC，VDET3 が検出された場合には、それぞれ下記の所定時間にOFF します。 


VDET2，VDET PC でレジューム OFF の場合は 200msec 


VDET3 で緊急OFF の場合は   500μsec 
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11-5.省電力制御 


省電力制御には、次の種類があります。 


①アイドル:システムやアプリケーションは実行すべきものがなく、何かイベントを待っている状態の場合､ 


CPU をアイドル状態にして省電力にします。周辺デバイスは動作しています。 


②APO（オートパワーオフ）： 一定時間キー入力動作（キー、タッチパネル）がない場合、自動的にシステ 


ムを OFF します。APO機能の許可／禁止および APO時間の設定は、ソフトウエアによって 


変更可能です。時間は、コントロールパネルにて１～５分の間で１分単位の設定が可能です。 


また、ライブラリによって、より長い時間を設定したり、APO を無効にすることも出来ます。 


③減光／ABO（オートバックライトオフ）：一定時間アクティビティ（キー、タッチパネル）がない場合、自動的 


にバックライトを減光します。ABO 機能の許可／禁止および ABO 時間の設定は、設定の画面


プロパティまたはコントラスト＆明るさユーティリティによって変更できます。 


④CPU周波数制御：CPU周波数をユーザ設定により切り替えることが可能であり、スピードを要求される処


理と電力を省電力にする場合に切替します。設定はシステムライブラリから変更でき、CPU 周波


数（LOW:2００MHｚ、HIGH: ４００MHｚ）の中から選択を可能とします。 


デフォルトは通常時：LOWです。 


 


11-6.CPU パワーステート制御 


DT-9700 は次のパワー状態をとります。 


ステート 内容 


放電 主副電池がなく、スーパーキャパシタも放電した状態。RAM及び RTC もバックアップされません。 


RTC 


バックアップ 


RTC のみバックアップされている状態。RAMは保持されていません。 


SLEEP モード 本体はOFF 状態で、周辺デバイスも停止しています。RTC/RAMはバックアップされます。 


RUN モード システムやアプリケーションが実行されている状態（２００MHｚ） 


IDLE モード 


 


システムやアプリケーションは実行すべきものがなくて何かイベントを待っている状態。周辺デバイスは


動作しています。 


TURBO モード CPU 内部クロックを高速（4００MHｚ）にします。 
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放電 


 Main/Sub 


Battery Insertion  
Sub Battery Empty 


 


MainBattery Empty  RTC バックアップ Sleep Mode 


 


Power ON／Wakeup  


 Power Off／VDET2/3／ 


BcoverOpen 


Power ON 
                                   RUN Mode 


 


 
Interrupt Turbo Bit On 


 
No Activity Turbo Bit Off 


 


 Turbo Mode                        Idle Mode 


 


 


11-7.CPU 周波数制御 


ライブラリにより、CPU周波数を 200ＭＨｚから 400ＭＨｚ（Turbo モード）へ移行することが出来ます。 


サーミスタによりＣＰＵ温度を監視し、80 度になった時は 400ＭＨｚへの移行は禁止されます。 


 


11-8．低電圧監視制御 


本体ハードウエアによる低電圧検出レベルには、以下の４つがあります。 


レベル 内容 動作 次回立ち上げ 


ＶＤＥＴ１ 主電池電圧低下警告 主電池低下警告表示   ――――― 


ＶＤＥＴ２ 主電池電圧低下OFF 電源 OFF レジューム(立上げ時警告あり) 


ＶＤＥＴ３ 主電池電圧低下緊急OFF クリチカルOFF ウオームブート（立上げ時警告あり）


VDETPC PC 電圧低下OFF 電源 OFF レジューム(立上げ時警告あり) 


 


①メインバッテリ 


11-4 


 日本語表記 英文表記 詳細 


外部 外部電源 External 外部電源が供給されていて、充電が完了している状態 


充電 充電中 Charging 外部電源が供給されていて、充電中の状態 状態 


通常 メインバッテリ Main battery バッテリにより駆動している状態 


1 O.K. Good 満充電もしくは、十分にバッテリがある状態 


2 低 Low バッテリの容量が半分以下の状態 レベル 


3 残りわずか Very low VDET1 が検出された場合 
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メインバッテリの状態とレベル： 


  通常５秒おきにバッテリの状態をチェックします。 


  パワーマネージメントのプロパティが表示されている間のみ、１秒おきにバッテリの状態をチェックします。 


  過去１０回分までの電源電圧の AD コンバータのデータを平均し、その値から「残りわずか（10%）」， 


「低（25%）」，「O.K.（75,100%）」 の３段階に分類して文字表示で行います。 


  VDET1 発生時は 10%になります。 


 


 


②ユーザ通知方法 


ユーザアプリケーションから電圧監視をする場合は、Win３２API の BOOL GetSystemPowerStatusEx(); 


を使用し、値を取ることができます。 


またVDET1状態時にWM_POWERBROADCASTメッセージでPBT_APMBATTERYLOWが定期的に出力 


されます。 


 


11-9.充電／給電機能 


オプションのシングル／マルチ充電器を使用することにより、付属の電池を充電することが可能です。 


また、バッテリチャージャークレードル／ブリッジサテライトクレードルに、本体を装着することにより、給電及


び充電が可能です。 


オプションの AC アダプタはバッテリを充電するだけであり、給電しません。 


このため、ACアダプタが挿されてもコントロールパネルの電源プロパティでは外部電源表示にはならず、 


充電しているならば充電中表示となり、充電完了でバッテリ表示に切り替わります。 


 注）ACアダプタ挿入で満充電後は、次の状態になるまで再充電しません。 


・ プリンタ印字 


・ リセット 


・ 電源 OFF/ON 


・ アダプタ抜き差し 
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§１２．時計機能 


 


12-1．基本仕様 


有効年度範囲 1900年 ～ 2036年 


0（ゼロ）クリア 時間設定時に 0秒以下 のカウンタを 0（ゼロ）にクリアする 


初期設定  2004年 1月 1日 
 


12-2．リセット条件 


RTCは、パワーオンリセットでのみ初期設定に設定されます。このため、メモリオールクリア操作では 


リセットされません。 


 


12-3．アラーム機能 


指定時間に電源OFF時にはON し、指定アプリケーションを実行することが出来ます。 
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§１３．セキュリティー機能 


 


13-1．セキュリティー機能 


 


ＰＸ７８０では、本体のセキュリティー機能として，以下の５点を提供します。 


■本体パスワード設定 


WindowsCE に搭載されているパスワード設定です。コントロールパネルのパスワード設定にて、設定しま 


す。  


 


■日付と時計プロパティのパスワード設定 


   使用者（作業者）が勝手に本体の日付と時計設定を変更できないように、日付と時計設定を開くための 


パスワードを設けられるようにします。パスワードは、個別 ID 設定などとともに FlashROM にかかれるので、


電池がなくなっても消去されません。 


 


■個別ＩＤ設定 


工場出荷時に FlashROMの所定領域に個別 ID を書き込みます。 


なお、代理店が販売するソフトウェアの複製を防止するための代理店コードは、個別 ID とは別の領域に書


き込まれます。 


・ 個別 ID は製品コード，シリアル番号等で構成され、必ずユニークになります。 


・ ID を読み取るＡＰＩをシステムライブラリで提供します。 


 


■代理店ＩＤ設定 


代理店コードを FlashROM領域に書き込むツールと、読み取る API を提供します。 


  ・  ツールを使用して任意の代理店コードを FlashROM領域に書き込むことができます。 


APIを使用して代理店コードのチェックが行えます。 


代理店及びユーザ先では、上記の個別 ID と代理店 IDの機能を使用し、アプリケーションのインストール／ 


実行時に ID をチェックすることにより、アプリケーションの不正使用をガード出来ます。 


 


■メディアセキュリティ（インストールプログラム） 


本体の PC カードスロット及びＳＤカードスロットで使用するメディアに対し、認証 ID を設定します。 


指定した本体及び PC以外からのアクセスをできないようにすることができます。 
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これによりデータの外部漏洩を防ぐことが出来ます. 


特徴 


MDSR を使用した強固なセキュリティ機能  


PC 側既存アプリケーションに簡単に搭載可能  


セキュリティに必要なライブラリー、ユーティリティを用意  


VB や VC＋＋で構築された業務アプリケーションに簡単に搭載可能  


携帯端末側のアプリケーションは修正不要  


暗号化、復号化は携帯情報端末で全て処理を行うので端末側APはそのまま使用可能  


端末パスワードの組み合わせによって、端末ごと紛失した場合のセキュリティも考慮 
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§２．開発環境    


開発環境について説明します。 


 


2-1. アプリケーション開発 


2-1-1.Microsoftが提供する開発環境 


Microsoft が提供する開発環境は、eMbedded Visual C++ 4.0 と Visual Studio .NET 2003 です。 


 


■Microsoft開発環境の概要構成図 


 


■アプリケーション開発時の注意点 
アプリケーションの保存場所（インストール場所）は、FlashDisk 内にインストールするようにして下さい。また、


log ファイル、設定ファイル、データファイル、データベース等の重要なファイルも FlashDisk に保存するよう


にして下さい。 


また、ドライバ等のWindowsフォルダ下に置かないと機能しないファイルについては、ファイルのコピー及び


レジストリの設定後、バックアップツールを利用して FlashDisk にバックアップを取るようにして下さい。 


主電池の電圧が低下すると、WM_POWERBROADCAST（PBT_APMBATTRYLOW）メッセージがシステム


より発行されます。このメッセージを受け取ったらアプリケーションは速やかにデータを FlashDisk に保存し


て作業を終了してください。電池の交換がされるまで、アプリケーションは起動しない運用を推奨します。 
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Visual Studio .NET 2003 


 Visual C# .NET 


eMbedded Visual C++ 4.0 


+ eMbedded Visual C++ 4.0 SP1 


 Visual C++ .NETVisual Basic .NET


.NET Compact Framework 1.0 （共通言語ランタイム）


CASIO API 群 


CASIO ライブラリ群 


アプリケーション 


WindowsCE .NET 4.1 
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■アプリケーション複製の防止 
アプリケーションの複製を防止するため、UserID を本体に書き込むツールと、システムライブラリ内に 


UserID を読取る API を提供します。 


アプリケーション内に UserID をチェックするロジックを組み込み、登録した UserID が取得できない場合は 


アプリケーションの実行を止めるようにプログラミングして下さい。 


 


2-1-2. eMbedded Visual C++ 4.0 


Microsoft が提供する、eMbedded Visual C++ 4.0 の開発環境について説明します。 


 


Microsoft Windows2000 SP2 以降（英語版 または日本語版） 


Microsoft WindowsXP Professional RC1 以降（英語版 または日本語版） 
開発プラットフォーム 


CPU：Pentium 150MHz 以上 / RAM：32MB以上 / Disk：360MB 以上 


開発環境 eMbedded Visual C++ 4.0 + SP1 と PX780 用 SDK、ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 


   eMbedded Visual C++ 4.0 + SP1 に PX780 用のライブラリを追加することにより、eMbedded Visual C++ 3.0


と同じような環境でアプリケーション開発を行うことができます。 


   eMbedded Visual C++ 4.0 + SP1 で開発されたアプリケーションは、以下に述べます。 


Visual Studio .NET 2003 の Visual Basic と Compact Framework を利用した環境で作成したアプリケーショ


ンよりも高速に動作することが期待できます。これは、eMbedded Visual C++ 4.0 でコンパイルされるコード


がＣＰＵのネイティブコードとしてコンパイルされるため、中間コードとしてコンパイルされる Visual 


Studio .NET 2003 環境のものよりも原理的に高速に実行できるためです。 


なお、開発ツール(eMbedded Visual C++ 4.0/eMbedded Visual C++ 4.0 Service Pack 1)の入手は、


eMbedded Visual C++ 3.0 と同様、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔのホームページから無料でダウンロードすることができます。 


※開発ツールのMicrosoft からの入手方法は、予告なしに変更される可能性があります 


    


2-1-3. Visual Studio .NET 2003 


Microsoft が提供する、Visual Studio .NET 2003 の開発環境について説明します。 


 


Microsoft Windows2000 SP3 以降（英語版 または日本語版） 


Microsoft WindowsXP Professional RC1 以降（英語版 または日本語版） 
開発プラットフォーム 


CPU：PentiumⅡ 450MHz 以上 / RAM：160MB 以上 / Disk：5GB 以上 


開発環境 Visual Studio .NET 2003 に PX780 用 SDK、ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 


Visual Basic を利用してアプリケーションを開発するためには、ＰＣ用のアプリケーション開発環境でもある 


Visual Studio .NET 2003 の Compact Framework 利用してアプリケーション開発を行います。 


開発環境が変わったことにより機能も拡張されており、変数の型が、Ｖｉｓｕａｌ Basic とＣ++とＣ＃間で同じに 


なり以前は、Win32 APIを利用する際に構造体を引数として渡すことができず、利用する関数などに制限が 


ありましたが、この問題が解消されたため、Ｃ++で作成したどんな関数でもＶｉｓｕａｌ Basic から利用すること 


が可能になりました。(Compact Framework には、構造体の中の配列を扱えない等の一部制約が 


残ります。) 
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   この開発環境で作成されたコードは、.NET Compact Framework 用の中間言語としてコンパイルされます。
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このため実行速度は、ネイティブコードとして作成される eMbedded Visual C++ 4.0 よりも一般に遅くなると


思われます。 


   なお、Visual Studio .NET 2003 は、アプリケーション開発元である代理店等で購入する必要があります。 


また、現状 VisualStudio.NET2003 では、エミュレータが動作しません。 


さらに、VisualStudio.NET2003 上でリモートデバッグを行うには、マイクロソフトのサイトから Windows 


CE .NET Utilities for Visual Studio .NET 2003.EXE をダウンロードし、インストールを行う必要があり


ます。 


 


2-2. Webアプリケーション開発 


JScript、XML 等を利用したWeb アプリケーションに対応します。 


 


2-2-1.JScript5.5 


テキストエディタまたは HTML エディタを使用して、アプリケーションを作成します。 


記述仕様は、JScript 5.5に準拠します。 
 


2-2-2.XML 


テキストエディタまたは HTML エディタを使用して、アプリケーションを作成します。 


記述仕様は、MSXML3.0 に準拠します。 


 


2-3. 従来機種アプリケーションの移植開発 


2-3-1.DT-870/DT-5100/E-3100 からの移植 


今回、命令セットが ARMV4Iへ変更になりました。 
従来機種である DT-870/DT5100/E-3100 で開発されたアプリケーションは、基本的に OS
（WindowsCE.NET4.1）及び命令セット（ARMV4TとARMV4I）では互換性があるため、そのまま動作す
る可能性はありますが、DLLやスタティックライブラリ等とリンクする場合、ARMV4T と ARMV4I を混合す
ると動作しない場合もありますので、十分注意してください。 
また、一部ライブラリや搭載しているモジュールが異なりますので、こちらも注意が必要です。 


 
2-3-2.HB 


従来機種である DT9000/９６００でサポートされたHBについては、機能及び互換性レベル含め２次計画 
/商談対応とします。 
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§３．OS 


 


 


3-1.WindowsCE.NET 4.1 


本機には、Microsoft WindowsCＥ.NET4.1 が搭載されています。 


 


■特徴 


・ 使いやすいユーザインタフェース 


・ .NET ＣｏｍｐａｃｔFrameWork(ver1.0)対応 


・ 高速マルチタスク処理 


・ 大容量メモリサポート 


・ 豊富な周辺機器 


・ オープンな環境による開発の容易性 


 


また上記以外に DT-5100/DT-870/E-3100 といった機種（ARMV4T）と命令セット（ARMV4I）で互換があり、


それ上で既に開発されたアプリケーション資産を流用することが可能です。 


（但し、DLL 等の組合せによっては、動作しない可能性もあるので、注意してください。） 


また一部の PocketPC 用に開発され、WindowsCE.NET 対応をうたったミドルウエアやドライバも動作できま


す。 
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§４．表示機能 


 


4-１.基本仕様 


表示性能 65,536 色カラー 2WAY TFT （ 16bpp、Red: 5 bit, Green: 6 bit, Blue: 5 bit ） 


Ｘ方向 ２４０ ピクセル（ドット） 
表示サイズ 


Ｙ方向 ３２０ ピクセル（ドット） 


 


4-2.コントラスト 


・ 9 段階で設定可能（デフォルトは 5 です） 


・ ExtEscape API 関数にて、アプリケーションからの設定が可能です。 


・  コントラスト＆明るさプロパティにより設定を変更します。 


 


4-3.バックライト 


・ 外部電源による駆動時とバッテリ駆動時で、それぞれ ９ 段階で設定可能（外部電源時のデフォルト


は９、バッテリ駆動時のデフォルトは７です） 


・ バックライトのオフ、オンは下記の ExtEscapeAPI 関数にて、アプリケーションから行うことができます。 


・ コントラストの設定と同じく、コントラスト＆明るさプロパティにより設定可能。 


・ 最小設定では、バックライト・オフとなります。 


 


4‐3-１.バックライトの自動減光 （バッテリ駆動時のみ） 


バッテリ駆動時で、かつ電源オンした状態でキーやタッチパネルの入力を一切行わないで放置したとき 


（アイドル時）に、節電のためにバックライトを自動的に 「減光」 します（自動減光機能はバッテリ駆動時 


のみです。外部電源駆動時には自動減光は行いません）。 


・ 自動減光状態のときは、キーやタッチパネルの入力により、減光状態が解除され通常時の明るさに 


戻ります。 


・ 自動減光する／しないの設定（デフォルトは する）や減光までの待ち時間（デフォルトは １分）を、 


コントラスト＆明るさのプロパティにより設定できます。 


また、自動減光時の LEDバックライトの明るさは、コントラスト＆プロパティにより設定（８段階）を変更する 


ことができます（デフォルトは ３段階目）。（バッテリ駆動時における LED バックライトの通常時の明るさ設定


よりも、自動減光時の明るさを明るく設定することはできません。） 


 


4-3-2.バックライトの自動バックライトオフ （外部電源駆動 および バッテリ駆動時 両方） 


・ 電源オンした状態でキーやタッチパネルの入力を一切行わないで放置したとき（アイドル時）に、 


節電のためにバックライトを自動的に 「オフ」 します。 


・ 自動バックライトオフ状態のときは、キーやタッチパネルの入力により、自動バックライトオフ状態が 
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解除されて通常時の明るさに戻ります。 
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・ 自動バックライトオフをする／しないの設定（デフォルトは する）やバックライトをオフするまでの 


待ち時間（デフォルトは ５分）を、コントラスト＆明るさのプロパティにより設定できます。 


バッテリ駆動時において、上述の自動減光機能と自動バックライトオフ機能の両方が設定されていた場合、 


設定時間の短いほうが有効となります。 


（例： 自動減光１分、自動バックライトオフ５分の場合 → １分後自動減光し、その４分後 


自動バックライトオフ。 自動減光５分、自動バックライトオフ１分の場合 → １分後 


自動バックライトオフのみ（このときは自動減光は行われません）。 


 


4-3-3．温度センサーによるバックライトの明るさ制限 （外部電源駆動 および バッテリ駆動 共通） 


・ 温度センサーにより、デバイスの温度が高温になったときに、自動的にバックライトの明るさに制限を 


します。 


・ 制限は ２段階 あり、制限の１段階目はバックライトの明るさ設定（９段階）のうち、１～８段階までの８段


階までしか設定できないように制限がかかります。制限の２段階目は明るさ設定（９段階）のうち、１～６


段階までの６段階までしか設定できないように制限がかかります。 


・ 通常時の明るさや自動減光機能における減光時の明るさ（バッテリ駆動時のみ）が、制限時の明るさの 


有効範囲（段階）よりも明るく設定されていた場合、自動的に制限範囲内の最大の明るさまで暗くなりま 


すが、温度が下がって制限が解除されると自動的に元の設定の明るさに戻ります。 


・  現在、デバイスに温度制限がかかっているかどうかは、レジストリで確認することができます。 


[ HKEY_LOCAL_MACHINE¥Drivers¥Display¥CM7200F1 ] DispSensorLevel : DWORD (0:Nomal, 1, 2) 


 


4-3-4．外光下における省電力モード 


外光下のような明るい場所では、照度センサーがその明るさを感知して画面のバックライトを自動で消灯します。 


これにより外光下で使用する場合の消費電力を低減します。 


・  自動変更機能はコンパネ（または API）で ON/OFF できます。 


・  自動変更機能は、外光強度が一定以上の明るさになった場合に機能します。5秒間隔で読み取った照度により 


動作するので、急激な変化には反応しません。 
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・  バックライトを OFFする明るさの閾値は、レジストリにより変更可能。 
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4-4.画面 180 度回転表示機能 


画面を 180 度回転して表示する機能をサポートします。当然ながら画面 180 度回転時は、タッチパネルの 


座標系も回転したものになります。 


・ ExtEscape() API により、アプリケーションからの設定が可能です。 


・ システムライブラリでも、アプリケーションからの設定が可能です。 


・ 90 度、270 度の回転はサポートしておりません。 


・ Microsoft の ChangeDisplaySettingsEx() API による画面回転（オプション機能）はサポートして 


おりません。  


 


4-5.ＥｘｔＥｓｃａｐｅ関数のサポート 


拡張機能を ExtEscape でサポートします。 


・ アプリケーションからのコントラスト調整 


・ アプリケーションからのバックライト調整 


・ ディスプレイのパワーマネージメント 


・ 画面 180 度回転表示機能 


 





		4-3-4．外光下における省電力モード
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§5．キー機能 


 


「１-3.本体外観図」の通り、テンキー/プログラマブルキー/電源キーから構成されています。 


 


5-1.キーレイアウト 


DT-9700 のテンキーレイアウトは、以下のようになります。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


5-1 


 
あ かABC さ DEF 


たGHI なJKL はMNO


まPQRS やTUV らWXYZ


わおん記号 


機能 7 ８ ９ 取消 


４ ５ ６ 後退 


 1 ２ ３ 入 
力 


－ ０ 000 ． 







    CASIO CONFIDENTIAL                             


5‐2.キー割当て一覧 


キーのキーコード/機能の割当て一覧を以下に示します。 


■制御キー 
KEY 特殊動作 動作仕様 備考 


電源ON時は設定時間以上押されれば電源OFF 


システムライブラリで OFF 禁止設定中はユーザアプリ


にメッセージ通知 


設定時間の最小値 500ms


デフォルトは１秒 


Power － 


電源 OFF 時は設定時間以上押されれば電源ON 


 


デフォルト１秒 


 


機能 － 特殊キー動作（トグル） 


ひらがな／カタカナ入力時のみ：変換（次候補） 


次のキーが入力されると機


能動作は解除されます 


１ ESC動作  


あ ESC動作（漢字変換時は変換取消）  


ア ESC動作（漢字変換時は変換取消）  


Ａ ESC動作  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ESC動作  


取消 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ 何もしない  


１ バックスペース  


あ バックスペース（漢字変換時は変換取消）  


ア バックスペース（漢字変換時は変換取消）  


Ａ バックスペース  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ バックスペース  


後退 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ 何もしない  


１ エンター  


あ エンター（漢字変換時は変換確定）  


ア エンター（漢字変換時は変換確定）  


Ａ エンター  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ エンター  


入力 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ 何もしない  


１ “.”  


あ ゛゜  


ア ゛゜  


Ａ @.,”’`:;̃¦  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ @.,”’`:;̃¦  


・ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ 何もしない  


１ “-”  


あ “ー”  


ア “ー”  


Ａ “-”  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ “-”  


― 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ 入力モード切替 


 Numeric-ひら-カナ-Alphabet(U)-Alphabet(L) 


 


１ カーソル移動（右）  


あ カーソル移動（右） めくり動作中は文字確定 漢字変換時は文節伸長 


ア カーソル移動（右） めくり動作中は文字確定 漢字変換時は文節伸長 


Ａ カーソル移動（右） めくり動作中は文字確定  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ カーソル移動（右） めくり動作中は文字確定  


＞ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ プリンタフィード（送）  


１ カーソル移動（左）  


あ カーソル移動（左） 漢字変換時は文節短縮 


ア カーソル移動（左） 漢字変換時は文節短縮 


Ａ カーソル移動（左）  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ カーソル移動（左）  


＜ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ 何もしない  


5-2 
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■プログラムキー 
KEY 特殊動作 動作仕様 備考 


押されたことをユーザに通知することが可能  Ｌプログラ


ムキー／ 
Ｒプログラ
ムキー 


－ 


電源OFF 時に押されれば電源ONすることも可能。 


（システムライブラリより許可禁止） 


 


 
■テンキー(電卓型キー配置モデル) 


5-3 


KEY 特殊動作 動作仕様 備考 


１ “000”  
あ わをんー。、「」～？￥空白  
ア ワヲンー。、「」～？￥空白  


Ａ -_/^¥&=+$%#*空白  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ -_/^¥&=+$%#*空白  


０００ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ 何もしない  
文字入力ﾓｰﾄﾞ時 １ “0”  


あ ０１２３４５６７８９  


ア ０１２３４５６７８９  


Ａ 0123456789  


 


ａ 0123456789  


０ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ SIP の表示非表示  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 １ “1”  


あ まみむめも  


ア マミムメモ  


Ａ ＰＱＲＳ  


 


ａ ｐｑｒｓ  


１ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ バックライトＯＮ／ＯＦＦ  


１ “2”  


あ やゆよゃゅょ  


ア ヤユヨャュョ  


Ａ ＴＵＶ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｔｕｖ  


２ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ コントラストを濃く（暗く）する  


１ “3”  


あ らりるれろ  


ア ラリルレロ  


Ａ ＷＸＹＺ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｗｘｙｚ  


３ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ コントラストを淡く（明るく）する  


１ “4”  


あ たちつてとっ  


ア タチツテトッ  


Ａ ＧＨＩ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｇｈｉ  


４ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ キャリブレーション起動  


１ “5”  


あ なにぬねの  


ア ナニヌネノ  


A ＪＫＬ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｊｋｌ  


５ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ バックライトを暗くする  


１ “6”  


あ はひふへほ  


ア ハヒフヘホ  


６ 文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


Ａ ＭＮＯ  
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 ａ ｍｎｏ  


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ バックライトを明るくする  


１ “7”  


あ あいうえおぁぃぅぇぉ  


ア アイウエオァィゥェォ  


Ａ ?!()<>[]{}  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ?!()<>[]{}  


７ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ アプリケーション起動  


１ “8”  


あ かきくけこ  


ア カキクケコ  


Ａ ＡＢＣ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ａｂｃ  


８ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ アプリケーション起動  


１ “9”  


あ さしすせそ  


ア サシスセソ  


Ａ ＤＥＦ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｄｅｆ  


９ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ アプリケーション起動  


 


 


 


■テンキー(携帯型キー配置モデル) 


5-4 


KEY 特殊動作 動作仕様 備考 


１ “000”  
あ わをんー。、「」～？￥空白  
ア ワヲンー。、「」～？￥空白  
Ａ -_/^¥&=+$%#*空白  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ -_/^¥&=+$%#*空白  


０００ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ   
文字入力ﾓｰﾄﾞ時 １ “0”  


あ ０１２３４５６７８９  


ア ０１２３４５６７８９  


Ａ 0123456789  


 


ａ 0123456789  


０ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ SIP の表示非表示  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 １ “1”  


あ あいうえおぁぃぅぇぉ  


ア アイウエオァィゥェォ  


Ａ ?!()<>[]{}  


 


ａ ?!()<>[]{}  


１ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ バックライトＯＮ／ＯＦＦ  


１ “2”  


あ かきくけこ  


ア カキクケコ  


Ａ ＡＢＣ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ａｂｃ  


２ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ コントラストを濃く（暗く）する  


１ “3”  


あ さしすせそ  


ア サシスセソ  


Ａ ＤＥＦ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｄｅｆ  


３ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ コントラストを淡く（明るく）する  


４ 文字入力ﾓｰﾄﾞ時 １ “4”  
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あ たちつてとっ  


ア タチツテトッ  


Ａ ＧＨＩ  


ａ ｇｈｉ  


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ キャリブレーション起動  


１ “5”  


あ なにぬねの  


ア ナニヌネノ  


A ＪＫＬ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｊｋｌ  


５ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ バックライトを暗くする  


１ “6”  


あ はひふへほ  


ア ハヒフヘホ  


Ａ ＭＮＯ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｍｎｏ  


６ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ バックライトを明るくする  


１ “7”  


あ まみむめも  


ア マミムメモ  


Ａ ＰＱＲＳ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｐｑｒｓ  


７ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ アプリケーション起動  


１ “8”  


あ やゆよゃゅょ  


ア ヤユヨャュョ  


Ａ ＴＵＶ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｔｕｖ  


８ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ アプリケーション起動  


１ “9”  


あ らりるれろ  


ア ラリルレロ  


Ａ ＷＸＹＺ  


文字入力ﾓｰﾄﾞ時 


ａ ｗｘｙｚ  


９ 


Function ﾓｰﾄﾞ時 Ｆ アプリケーション起動  


  


 


5-3.キーモード表示 


タスクトレイに現在のキーモードを表示します。 


ロック，機能，数字，ひらがな，カタカナ，英大，英小が表示されます。 


 


 


 


 


 


 


 


 


5-5 


F あ ｱ A aL １
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5-4．めくりキー編集 


入力切替キー（機能＋“－”）が押されたら、カーソル位置でめくりキーが編集できます。 


 


 


 


 


“機能”


されます


 


5‐5．キー
 
5‐5‐1．キー


・ キーに


シス


す。


       


 
・ 電源オ


レジス


OFF


W


を発


電源


 


・ 電源


電源


システ


     


・ 電源キ


電源


電源


[ HK


電源


 


あ


キーにより文字変換が行われ、続けて押すと次候補が表示されます。Enter キーにより変換が確定


。“＜”“＞”キーによりカーソルが移動し入力文字列を編集することが出来ます。 


制御 


による電源ON/OFF 制御 


よる起動 


テムライブラリを使用して、電源キー以外の以下のキーを電源投入キーとして設定することができま


デフォルトの設定は、“電源ON しない”です。 


 左プログラムキー／右プログラムキー 


フキー禁止 ＆ 電源キー状態通知 


トリ設定及びシステムライブラリで電源オフキーを禁止することができます。 


キー禁止中に電源キーが押されると、 


M_POWERBROADCAST（PBT_APMSUSPEND） 


行するので、アプリケーション側で SoftOff API を使用して電源OFF するようにして下さい。 


オフキーを禁止する/しないにかかわらず、APOは機能します。 


ON 後、指定時間電源OFF キー無効 


ON 直後、レジストリに設定した時間だけ電源OFF を無効にします。（デフォルトは５秒） 


ムライブラリで設定可能です。 


ー押し下げ時間設定 


キーによる電源OFF時のキー押し下げ時間を設定することができます。 


OFF はデフォルト約１秒で、５００ｍｓ単位での設定が可能です。 


EY_LOCAL_MACHINE¥Drivers¥BuiltIn¥pmc ] PowerKeySenseTime : DWORD (500msec 単位) 


ONは１秒固定です。 


5-6 


いうえお Abc 
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5‐5‐2．キーリピート 


押し続けによりリピートするキーは 「０」～「９」、「＞」,「＜」です。 


 


5‐5-3．クリック音 


キークリック時にクリック音を出力します。 


クリック音は、コントロールパネルのボリューム＆サウンド設定により、消音・小・大の設定が可能です。 


音がするのは押したときであり、離した時には音がしません。 


キーリピート時は鳴りません。 


 


5‐5‐4．機能キー制御 


・ 機能キー動作/禁止 


機能キーにより特殊動作を行うキーについては、レジストリ設定で個別に動作/禁止を設定することができます。 


レジストリ位置 ： HKEY_LOCAL_MACHINE¥HARDWARE¥DEVICEMAP¥KEYBD 


エントリ名       設定値 


"DisableFn9" dword:0 / 1 動作／禁止 


"DisableFn8" dword:0 / 1 動作／禁止 


"DisableFn7" dword:0 / 1 動作／禁止 


"DisableFn6" dword:0 / 1 動作／禁止 


"DisableFn5" dword:0 / 1 動作／禁止 


"DisableFn4" dword:0 / 1 動作／禁止 


"DisableFn3" dword:0 / 1 動作／禁止 


"DisableFn2" dword:0 / 1 動作／禁止 


"DisableFn1" dword:0 / 1 動作／禁止 


"DisableFn0" dword:0 / 1 動作／禁止 


※設定を反映させるには､レジストリの設定後、リセットが必要です。 


 


・ 機能キーの状態通知 


機能キーが押された際、アプリケーションに対してWM_USER+0x502 メッセージが発行されます。 


アプリケーションは、このメッセージの発行回数を把握することで､機能モードか解除状態かを認識出来ます。 


 


5‐5‐5.入力切替キー制御 


・ 入力モード切替 


機能+”－“でキーの入力モードを切り替えます。 


タスクトレイ上には現在のキーモードが表示されます。 


L(ロック)，１（数字），あ（ひらがな），ア（カタカナ），A（英大文字），ａ（英小文字），F（機能） 


 


・ 入力切替キー動作の許可／ロック 


入力切替キーの許可とロック（固定）がシステムライブラリにて設定可能です。 
 


・ 入力切替キー通知 


5-7 


入力切替キーが押された際、アプリケーションに対してWM_USER+0x506メッセージを発行することで、入
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5-8 


力切り替えの通知をします。 


 


5‐5‐6.キーロック許可／禁止 
システムライブラリから電源／プログラムキー以外の動作を許可／禁止することが可能です。 


 
5-5-7.ユーザ設定可能なキー 
・ アプリケーション起動 


機能+7、機能+8、機能+9 キーにはレジストリ設定により任意のアプリケーションを割り当てることができま


す。 


レジストリ位置 ： HKEY_LOCAL_MACHINE¥HARDWARE¥DEVICEMAP¥KEYBD 


エントリ名 ： “Fn7LaunchPath”、“Fn8LaunchPath”、“Fn9LaunchPath” 


・ キーコード設定 


電源・機能以外の全てのキーは、任意のキーコードを発行できます。（数値入力モード時のみ） 


キーコードはシステムライブラリにて設定可能です。 


設定したキーコードはシステムライブラリまたは[コントロールパネル]-[キーボード]-[その他]で有効／無


効を切り替えることができます。 


 


5-5-8.キーバックライト機能 


・ テンキーがバックライトにより点灯します。 


・ 暗所でのみ点灯するように照度センサー制御に設定することができます。 


・ キーバックライトはディスプレイの減光に同期して消灯します。 


 
キーバックライト有効         設定条件 


 アクション 照度センサー使用 照度センサー未使用 
キーバックライト無効 


キー/タッチパネル入力 点灯する（タイマーで消灯） 
明るい所から暗所へ移動 点灯する（タイマーで消灯） 
暗所から明るい所へ移動 消灯する 


変化なし 
点灯している場合、 
消灯する 


 


5‐5‐9．めくりキー自動確定 


めくりキー入力後、キーが離された時点から設定した時間が経過した場合、自動的にめくり文字を確定する


機能です。 


[コントロールパネル]-[キーボード]-[その他]で有効／無効、時間を設定できます。 
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§６．タッチパネル機能 


 


6-1.基本仕様 


画面全域において、タッチパネルによる入力が可能です。タッチパネルを使用する前には、必ず一度 


キャリブレーション操作を行う必要があります。 


タッチパネルは以下の分解能を持ち、アプリケーションによりタッチ座標の取得や、それを利用した 


ポインティング制御が可能です。 


 


分解能 Ｘ方向 ２４０ｄｏｔ 


 Ｙ方向 ３２０ｄｏｔ 


 


サンプリング周期 ： ９ms ( ３msec× 3 回 ) / 1１0 Point（デフォルト） 


チャタリング除去時間 ： 後チャタ 50msec のみ （ 10msec 間隔 で 連続 5 回検出 ） 


   サンプリング周期に関しては、 


             [HKEY_LOCAL_MACHINE¥HARDWARE¥DEVICEMAP¥TOUCH] 


                 "SamplingRate"=dword:XX 


   により、変更が可能です。 


 


6-2.キャリブレーション 


   キャリブレーションは、初回起動された時のWelcome ウイザード実行時及び“機能+４”によるキャリブレー 


ション実効時に設定されたデータを FlashDisk へセーブするため、それ以降電池がなくなっても、再度キャ 


リブレーションをせずにスキップすることが出来ます。 


但し、経年変化、電圧、温度などによりキャリブレーションがズレることがありますので、その時は再度キャリ 


ブレーションをしてください。 


    


6-3.タップ音 


タップ音は、コントロールパネルのボリューム＆サウンド設定により、消音・小・大の設定が可能です。 


 


6-4.タップ＆ホールド 


PocketPC のように、画面をタップしたままホールドさせることにより、タップしたオブジェクトに応じたポップ


アップメニューを表示させることができます。 


 


6-5.タッチパネル座標回転 


6-1 


画面の 180 度回転表示を行った際、タッチパネルの座標もそれに伴って回転します。 
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6-2 


 


6-6．SIP（ソフトウエアキーボード）入力 


タッチパネルでのキー入力として、“機能＋０”キーでソフトウエアキーボードを表示します。 


指先入力を考慮して、MS標準のものとカシオオリジナルの大きなサイズのもの２種類用意しています。 


切替方法については、コントロールパネル又はタスクトレイの SIP切替により変更できます。 


 


カシオオリジナル SIPは｢切換｣、「KBD」キーでキーボードの種類（ひらがな/カタカナ/英字/数字）を切り替 


えることが出来ます。 


 


MS標準 SIP 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


カシオオリジナル SIP 


 
 


 


 


 


 


 


 


 
 
 
注意） 


  カシオオリジナル SIPは、サイズが大きなため画面中央部以下へ文字入力域がきた場合、見えなくなりま 


すので、アプリケーション側で入力域は極力上部へ持ってくるよう配置してください。 





		6-1.基本仕様

		6-2.キャリブレーション

		6-3.タップ音

		6-4.タップ＆ホールド

		6-5.タッチパネル座標回転
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§７．オーディオ機能 


 


７‐１．基本仕様 


オーディオは、WAV再生などをサポートします。但し、本体にはマイクは付かないため録音はできません。 


（BT ヘッドセットの対応は、ありません。） 


 


■再生系 


KHz 8 11.025 12 16 22.05 24 32 44.1 48 


モノラル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 


ステレオ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 


 


サンプリング周波数 


上記以外のサンプリング周波数はサポートしない 


ステレオ／モノラル 8 or 16bit、スピーカはモノラル 


 


 


７‐２．ソフトウェアミキサー 


Microsoft 社の Software Mixer の機能を使用しています。これにより、複数のアプリケーションから出力 


された音をミックスして出力することができます。 


● 44.1kHz 16bit ステレオ にミキシングされて出力されます。 


 


７‐3．メディアプレーヤ 


 Microsoft 社標準のメディアプレーヤを搭載します。これにより HTTP 上のオーディオ／ビデオファイルの 


 ストリーミング再生、ローカルファイルの再生が可能です。 


 対応フォーマットは、WAV／MP3／WMA／WMV／MPEG４（MPEG2 含む）です。 


7-1 


 





		■再生系

		７‐２．ソフトウェアミキサー

		７‐3．メディアプレーヤ
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8-1 


§８．LED 機能 


 


8-1．基本仕様 


LEDは、ユーザ通知用のLED(Notification) / 2Dモデルのスキャナによる読取確認 / 着信通知用に使用 


します。 


充電完了ＬＥＤは、ハード制御のためソフトで制御できません。 


 


 


 


 


 


 


8-2．ユーザ通知 LED 


アラーム通知などに使用されます。OS 側から制御可能で、CeSetUserNotification()関数で特定時間に 


LED を点灯することが可能です。 


点灯仕様 


項目 仕様 備考 


点滅間隔 赤 １秒点灯、２秒消灯  


連続点灯時間 30 分（VDET 検出で停止）  


スキャナ読取り LED／着信通知 LED を優先とします。 


 


8-3．スキャナ読み取りＬＥＤ 


専用のライブラリからユーザアクセス可能です。 


点灯仕様  


項目 仕様 属性 


読み取り正常 指定時間緑色点灯後､消灯 L_SCANOK 


読み取りエラー 指定時間赤色点灯後､消灯 L_SCANERR 


 


8-4．着信通知ＬＥＤ 


専用のライブラリからユーザアクセス可能です。 


点灯仕様 


項目 仕様 属性 


着信 橙 １秒点灯、２秒消灯の点滅  L_RING 


連続点灯時間 30 分（VDET 検出で停止）  


スキャナ読取り LED を優先とします。 


 


右側 LED 
・Notification 
・スキャナ読取り確認 
・着信通知 


左側 LED 
・充電状態 
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§９．カード機能 


カードスロットは、PCMCIA スロットと SD スロットの２スロットがあります。 


9-1．PC カードスロット 


9-1-1.基本仕様 


PCMCIAスロットは、PC CARD STANDARD Rel7.0準拠TypeⅡ3.3/5.0Vのカードに対応しています。 


メモリカードにはメディアセキュリティの機能が利用できます。（インストール対応） 


 


■PCMCIA対応デバイス（予定） 
デバイス名称 製品名 開発名 備考 


    


HB28B032C8H - RENESAS 


HB28B064C8H - RENESAS 


HB28B128C8H - RENESAS 


メモリカード 


 


 


 HB28B256C8H - RENESAS 


DoPa DoPaMAX2896F - NTTDocomo 


PHS AH-N403C - ホンダエレクト
ロン 


GPRS D211 - NOKIA 


無線LAN(IEEE802.11b) Aironet350 - CISCO 


 
9-1-2．擬似カード挿抜機能 


本機はカードをはめ込んだ状態で使用するため、通常は電源ON時にカード電源が入ってしまうため、 


カードを使用しない場合でも常時電源供給され、電池の消耗が激しくなってしまいます。 


消費電流を抑えるため、アプリケーションから擬似的にカード挿抜できる API を提供します。 


   不要時にはカードデテクト端子を無効にしてカードを抜いた状態にし、必要時にはカードデテクト端子 


を有効状態にします。 


 


9-1-3．カード電源投入時のメッセージ削除 


カード挿入時の電源投入メッセージを出しません。カードを使用する場合はユーザ側で注意してください。 


9-1 
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9-2 


9-2．SD スロット 


9-2-1.基本仕様 


SD メモリカードに対応しており、メモリの拡張用・外部ストレージとして利用できます。 


SDIOには対応していません。 


SDカードは SD Memory Card Specification Ver1.01 に準拠し、2.7~3.6Vのカードに対応していま 


す。メディアセキュリティはこちらもインストール対応になります。 


 


■対応デバイス（予定） 
デバイス名称 製品名 開発名 備考 
     


SD-M3203R - 東芝 


SD-M6404R - 東芝 


SD-M1284R - 東芝 


SDメモリ 


SD-M2564R - 東芝 


※著作権保護/セキュリティの機能はサポートしておりません。 


 
 


9-2-2.ライトプロテクト 


SDカードのライト・プロテクトに対応します。SDカードのライトプロテクト SWの状態により、ライトプロテクト 


状態の時には、書き込みはできません。 


 


 


 


 


 





		9-1-1.基本仕様

		9-2-1.基本仕様
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